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その方（キリスト）が来られるとき、私たちに一切のことを知らせてくださいます。
（ヨハネ福音書4の25）

When he comes, he will explain everything to us.

私たちに一切を知らせてくれるお方がいる、そのようなことがあるだろうか。

これは井戸端で出会ったひとりの女に、キリストが真理を語られたとき、その女が言った

言葉である。

この言葉のとおり、キリストが、地上に来られて、宣教をはじめたとき、人間の罪とそ

の赦し、神の愛や真実の深さ、死を超える復活等々、それまでだれも考えたことのないよ

うな、あるいはごく不十分にしか知らなかったことを、宣べ伝え、多くの人に知らせるこ

とになった。

キリストご自身が、つぎのようにこのことを繰り返し言われたことから、この女の言葉

によって神が語られたのがわかる。

「聖霊が、あなた方にすべてのことを教える。」（ヨハネ14の26）

「真理の霊が来ると、あなた方を導いて真理をことごとく知らせる。」（同16の13）

過去、現在、そして未来をみても、至るところに未知のこと、謎のようなことで満ちてい

て、私たちの生活において直面する不可解なことは、私たちが置かれている人間関係だけ

を見ても常にに生じている。 さらに、日々のさまざまのこの世の混乱や悪はいつまで続

くのか、去年のような大地震や津波、それに何らかの意味があるのか、まただれでも、何

らかの問題や悩みをかかかえているが、それは解決できるのか、苦しい病気の人にとって

の最大の問題は、いつ治るのか、そもそも私たちは何のために生まれたのか、私たちの前

途に何が起こるのか、死の彼方に何があるのか、この地球や地上の生物は最終的にどうな

るのか…そのような大きな問題でなくとも、自分自身の心の弱さ、醜さはどうしてなのか

…いつの時代でも、いかなる状況にある人たちでもみなこうした問題をかかえ、それはみ

な深い謎である。

しかし、そうした一切に答えるお方がおられる、というのである。

しかも、学問や科学技術の発達とは全く関係なく、孤独な人、無学な人、病気で苦しみ

にある人たちにも、その謎に答えてくださるという。

私自身、ふりかえってみて、この世に満ちている謎、不可解な問題が、キリストを信じ

て私の心のなかに受けいれたとき、たしかにそれらの果てしない謎の一部であるにしても、

いろいろなことが明らかにされていき、閉じられていた世界が開かれていったのを実感し

た。

そして最終的には、ここにあるキリストの言葉が成就する。それは、この私たちを束縛

している体を離れて、霊的なあたらしい復活のからだを与えられるとき神の国を受け継ぐ

といわれ、主と顔と顔を合わせて見るとも言われており、キリストの栄光の体と同じかた

ちに変えてくださると約束されているからである。この弱き、とるに足らない存在がキリ

ストと同じかたちへと変えられる。（フィリピ書３の21）

それによって一切の謎、不可解なことは明らかにされるであろう。それは信じがたいよ

うなことであるが、そのような大いなる約束を私たちはただ信じるだけで受け取ることが

できるのである。



野草と樹木たち アサツキ（浅葱） 北海道南西海岸の岩場にて 2012.7.12撮影

小樽から、北海道の南西海岸を南に、車で100キロほども走っただろうか。この花の咲いて

いたのは、絶壁を伴う岩場があり、日本海の荒波が打ち寄せるところでした。ふつうは人が

行かないやや危険な場所に咲いていたのがこの花です。

咲いていた場所は、冬季には、激しい風雪が吹きつけ、塩分を含んだ海水がたたきつけるよ

うにしぶきがかかるところであり、植物が生きていくにはとても厳しい環境です。それゆえ

に、薄い紅紫の美しい花をつけているのを初めて見いだしたときには驚きをもって見たもの

です。

これは、食用のネギの仲間だといえば、うなづかれる方もおられると思います。食用ねぎの

仲間なのに、こんな荒波のしぶきが打ち寄せる岩場に生きているのです。

野菜は人間に特別に保護されないと生育できない弱さを持っていますが、このアサツキは最

もそのような保護とは縁のないところに咲いています。

ネギの仲間には、ヤマラッキョウというのがあり、これも美しい花を咲かせます。ずっと

以前、徳島県のかなり深い山中で、ヤマラッキョウに出会ったとき、そのいろいろな草や灌

木が生い茂るところだったので、そのような環境にはなじまないような美しさがあって、何

十年も経た現在も印象に残っています。

このアサツキという花は、厳しい環境に生き抜いて花を咲かせており、荒波を受け続ける岩

の荒々しさとの対象が印象的です。

このような植物の姿は、人生の荒波や厳しさにもかかわらず、あるいはだからこそいっそう

清められ、霊的な花を咲かせる一部の人たちのことを思い起こさせ、神の御手がはたらき、

守るときには、通常では耐えがたい環境にあっても、なお霊的に育っていくことを感じさせ

られます。（写真、文ともT.YOSHIMURA）




